
 

 

 

 

 

 

(1) 認知症とは？ 

認知症とは、いろいろな原因で脳の細胞が死んでしまうほか、働きが悪くなっ

たためにさまざまな障害が起こり、生活するうえで支障が出ている状態をいいま

す(６ヶ月以上継続した状態)。 

 

(2) 原因となる主な病気 

主な病気は次の４つが挙げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 認知症とはどんな病気？ 

アルツハイマー型認知症 

・脳の神経細胞が減少し脳全体が委縮

します。 

・記憶障害がみられ、進行すると場所

や時間、人物などの認識ができなく

なります。他の症状としては段取り

が立てられなくなります。 

脳血管性認知症 

・脳出血や脳梗塞が原因で脳神経細胞

に障害が起こります。 

・主な症状としては、後遺症による歩

行障害や言語障害にあわせて、記憶

障害などがみられます。 

レビー小体型認知症 

・脳内の神経細胞内に「レビー小 

体」という特殊なたんぱく質が大 

脳にたまり、脳の側頭葉と後頭葉 

の委縮がみられます。 

・記憶障害がみられアルツハイマー 

病やパーキンソン病に似た症状が 

みられます。 

・幻視や幻聴、筋肉のこわばりとい

ったパーキンソン症状などを伴い

ます。 

 

前頭側頭型認知症 

脳の神経細胞が前頭葉と側頭葉 

中心に萎縮していくために、他人に

配慮することが出来ない、周りの状

況にかかわらず自分の思った通りの

行動をするといった行動異常がみら

れます。 



 

 

(3) 認知症の症状 

認知症の症状は「中核症状」と「行動・心理症状」の二つがあります。 

※ 中核症状への不安や認知機能低下に、本人の性格や環境、心理状態が作

用して「行動・心理症状」が引き起こされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
性格・素質 

 

 

 

記憶障害 

・新しいことが覚えられない 

・覚えていたはずの記憶が思い出せ

ない 

 

見当識障害 

・時間や季節感が薄れている 

・場所がわからなくなり迷子になる 

・周りの人との人間関係がわからな

くなる 

理解・判断力の障害 

・考えるスピードが遅くなる 

実行機能障害 

・段取りを立てて行動できない 

環境・心理状態 

中核症状 

行動・心理症状(BPSD) 

うつ状態 

・興味・関心が低下する 

幻覚・妄想 

・見えないものが見える 

・もの盗られ妄想 

・現実には起きていないことを信じ

て疑わない 

食行動異常 

・食べられない物を食べようとする 

興奮・暴力 

・大声をあげたり、暴力をふるう 

徘徊 

・周囲で起こっていることが正しく

理解できなくなり、あちらこちらを

歩き回る 

不安・焦燥 

・強い丌安・イライラを感じる 

睡眠覚醒リズム障害 

・昼夜逆転、早期覚醒など 

介護抵抗 

・介護されることに抵抗がある 


